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＜連絡事項＞

· 10/8（月）伝達講習があり。テーマは転倒予防についてで、日勤のスタッフは参加するようにして下さい。

· 学術発表のパワーポイントの提出が10/25（木）までに変更。ポスター発表のグループはポスターを印刷したものも提出して下さい。

· 日清より、食事発注について、昼食分は10：15、夕食分は16：15までに最終決定数をお願いしますとのことです。ナイトケアのスタッフは16：10に幸房に出欠確認を行い、食事発注をして下さい。

· 10/10（水）～10/12（金）、学会のため下舘SGM不在。

· 人事考課表を今日中に記入し、下舘SGMにメール添付して提出。

· 本日、東北メディカル学院作業療法学科の学生が2名見学にきている。（佐々木貴子さん、蕨野主さん）

＜外来情報＞

· 本多　富美様　～今月、3日と4日に眠剤を1包ずつ多く内服し、処方が足りなくなったとのこと

で外来受診している。運動したり歩いたりと疲れた日は寝つきが悪くなるとのこと。夜間の睡眠が不安定なときは、外来担当医に相談するよう説明している。

· 横町　浩様　　～歩いている時にボーッとするのは座れば治る、オエッとするのは薬のせいだと話

されている。

· 関　秀治様　　～仕事の最中に別のことを考えてしまう時があるが、仕事には支障はないとのこと。

デイケア、ナイトケアの利用については、現状のまま様子をみたいと話されている。

· 関口　禅様　　～10/10青山荘退所予定。11日に保護者を交えての三者面談を行う予定。

· 八木橋　牧夫様～郵便局の非常勤配達を行っているが、勤務時間外にも集配に回らなくてはならな

　い為、ナイトケアには2週間程は通えないとのこと。欠席する日は、その都度、連絡すること伝えている。

＜利用者様情報＞

· 今野　容子様～現在、夕食前に血糖チェックを行っていますが、測定値をスタッフに知らせず、記

　　　録ノートを見せることも拒否している。

⇒血糖チェックも行っていない可能性がある為、確実に血糖測定をするように促していく。

· 溝越　キク様～腹部にしこりのある腫脹がみられており、今年の夏頃からだと話されています。自

覚症状はないが、時々胸の圧迫感はあるとのこと。次の外来（来週水曜日）の際、デイケアスタッフ付き添いで受診し、腹部の診察も受ける予定。

· 秋山　和子様～本日、「母親とケンカした」とスタッフに訴えてくることあり、デイケアスタッフ　　

の方から母親に電話をして欲しいと訴えている。

· 本多　富美様～眠れず、眠剤を多く内服したため、内服薬が足りなくなったとのことで、本日外来

　　受診しています。眠っているが、疲れは取れないとのこと。体臭があり、清潔保持できていない様子が見られている。

· 赤坂　順市様～最近遅れてデイケアに来所すること多くみられている。本人は、9：50にグルー

プホームを出て、ゆっくり休みながら歩いて来ているとのこと。

⇒少し早めに（40分頃）グループホームから出て、遅れないように来所されるよう声かけを行っていく。

＜プログラム検討＞

· プログラムの詳細（テーマなど）は1ヶ月単位で前もって決めること。すると、事前に慌てることなく、先を見越した計画を立てることが出来る。

· 必要物品がそろわない為、すぐにプログラムを開始することが難しい。

⇒プログラム毎に必要なものを全て書き出し、まとめて発注する。

· 現在、体重計がひとつしかなく、頻繁に持ち運びをしている為に数値が狂いやすくなっている。

⇒1階、2階でそれぞれ体重計を置き（1つは発注）、置き場所を決める。

· 現在、プログラムのクールが不明瞭であり、計画が立てにくい為、プログラムの期間を明確にする必要がある。現在行っているプログラムは、12月までのクールとし、1月より新しいクールに移行していくこととする。

· 疾病教室を行っているが、主たる疾患別にプログラムを分けた方がいいのではないか。

⇒統合失調症以外の利用者様は全体の1割で、個々で疾患が異なる為、プログラム自体を分けることは難しい。検討して行くこととする。










